
各
ペ
ー
ジ
下
に
も

町
の
み
ん
な
か
ら

ひ
と
コ
ト
！
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９ 月 定 例 会

埼
玉
県
小
川
町
議
会

Ｐ．18Ｐ．17

 議員のつぶやきにも注目

 一般質問に

 10人が登壇

 町立保育園
 で聞いた

15人の声

自然が豊かで、
本当に住みやす
く、いい町です小川町に住んで

30年。つくづ
くいい町だと思
います

長倉正昭さん

奥平美佳さん

わたしのひとコト「だから小川が好き」

Ｐ．10

平成27年度決算

議員が質
ただ

した

253のこと

Ｐ．4表
紙
に
使
用
し
て
い
る
画
像
は
、小
川
和
紙
の
「
雲
龍
紙
」
で
す
。
楮

こ
う
ぞ

の
長
い
繊
維
を
混
ぜ
て
漉す

き
あ
げ
ま
す
。
障
子
に
使
わ
れ
る
と
外
の
光
を
通
し
て
と
て
も
美
し
く
見
え
ま
す
。

カ
ッ
プ
ル
障
害
物
レ
ー
ス
で
粉
ま
み
れ
（
小
川
地
区
民
体
育
祭
）
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町立学校にエアコン　
を設置
小川小・大河小・東中・西中に、ガス
を熱源とした空調設備を設置。

安心！非常用
電源の確保

農業支援！
機械購入補助

快適！
涼しい教室に

太陽光発電設備・
蓄電池を整備
庁舎・パトリア・竹沢公民館・八和田
公民館の４拠点に災害時の非常用電源
を確保。

農業振興と担い手の　
拡充を支援
枝豆の選別・人参の掘削・小松菜の袋
詰め等の機械設備購入を補助。また、
青年就農給付の実施。

「考え・話し合い・学び
合う学習」の推進
西中・大河小・竹沢小をモデル校に、
思考力・判断力・表現力を効果的に高
める学習法の実践。

小川和紙マラソン大会
の成功
全国から4855人の参加申し込みを受
け、「小川町」「小川和紙」のＰＲに寄
与。町の活性化につながった。

親子クッキング教室の
開催
２日間で30人の参加。幼少期からの
食育の推進に寄与。

認定

地域地域のの活力向上 地方創生活力向上 地方創生
平成27年度 一般会計歳出決算額  90億 5000万円

と は

関
連
質
疑
は
次
ペ
ー
ジ
か
ら

相互学習！
３校をモデルに

入  町税の収納率が向上

 （86.7％→87.7％）・

　  特別収納対策室の活躍

入  ホームページ広告掲載料

が増収

　 （28万円→83万円）

出  地域防災計画の改訂・

　  防災マップの作成

出  第５次総合振興計画・

　 都市計画マスタープラン

の策定

出  七夕まつりの成功

出  防災備蓄品の拡充

出  計画的な橋梁点検の実施

出  各種予防接種の実施

出  特定健診受診率が増加傾

向（36％→38.6％）

出  健康長寿サポーター養成

講習の実施

出  生ごみと廃食用油の資源

化（ごみの減量化に寄与、

環境基本計画の推進）

など
おせち料理づくりに

挑戦！
全国ランニング大会100撰

　19年連続入選！

入 歳入　出 歳出　

入 町税の減収

　 （38億8000万円　　

　→37億3000万円）

入 ふるさと納税の取り組み

出 学校生活サポーターが減

員（10人→６人）

出 リニューアルしたホーム

ページの更新・活用

出 旧上野台中の活用

出 町道228号線（254号

バイパス迂回路）未完成

出 学童クラブを運営する保

護者会の負担

出 町立保育園の充実（低年

齢児・潜在的待機児童・

一時的保育事業の受け入

れ体制）

出 働く世代の女性支援がん

検診の受診率

　　（子宮頸がん11.5%

　　 乳がん10.0%）

出  町内産木材の利用促進

   （住宅リフォーム補助４件）

など

　地方創生元年といわれた平成27年度は、「第５次総合振興計画」をはじめ、「小川町まち・ ひと・しごと創生総合戦略」「小川町地域公共交通網形成計画」等、今後の町の展望や行く末を左右

する重要な計画の策定が実施されました。決算規模は、前年度と比べて15億4,700万円 （14.6％）と大幅な減少となりましたが、各種補助金や交付金を得て、的確な財源確保が図られま

した。ここでは、議会が注目・指摘した事業を中心に紹介します。 

PickUP

「小川町まち・ひと・
しごと創生総合戦略」
「小川町地域公共交通
網形成計画」の策定!!

・就学支援助成金（２万5000円）

・いきいきタクシー券事業

・第３子以降の学校給食費を
助成

・多子世帯の保育料軽減事業

・プレミアム付き商品券の発行

・ご当地キャラクターで町お
こし事業（事業完了ができ
ず、成果なし。補助金350
万円を返還）

地方創生
先行型事業

※ ※（○○→○○）は前年度との比較です

第23回



１
で
支
給
し
ま
し
た
。
１
９
７
件
の

実
績
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

な
っ
た
結
果
、
96
％
の
方
が
﹁
家
計

に
効
果
が
あ
っ
た
﹂
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
通
貨
券
と
し
た
こ
と
か

ら
、
経
済
効
果
も
あ
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

医
療
・
介
護
・
福
祉

Ｑ
い
き
い
き
タ
ク
シ
ー
券
事
業
を

振
り
返
り
、
課
題
等
は
あ
る
か
。

Ａ
対
象
と
な
る
75
歳
以
上
の
高
齢

者
に
あ
っ
て
も
、
運
転
免
許
証
の
所

持
や
住
民
税
課
税
の
有
無
な
ど
、
条

件
の
把
握
・
確
認
に
苦
労
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
広
報
等
で
の
周
知
は
も

ち
ろ
ん
、
老
人
会
へ
の
働
き
か
け
も

行
な
い
ま
し
た
が
、
実
績
は
伸
び
悩

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
利
用
で

き
る
タ
ク
シ
ー
会
社
が
１
社
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
も
課
題
で
す
。

Ｑ
小
川
赤
十
字
病
院
の
運
営
支
援

と
し
て
５
０
０
０
万
円
が
支
出
さ
れ

た
。
新
病
棟
の
建
設
に
当
た
り
、
町

は
要
望
書
２
を
提
出
し
た
経
過
が
あ

る
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
。

Ａ
年
度
協
定
を
結
び
な
が
ら
、
要

望
内
容
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ

は
、
今
後
も
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

安
全
・
安
心

Ｑ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
環
境
調
査

の
実
態
は
。
ま
た
、
下
里
地
内
で
稼

働
す
る
産
廃
業
者
付
近
の
大
気
の
調

査
は
。

Ａ
年
２
回
４
地
点
︵
大
河
・
竹
沢
・

八
和
田
・
東
小
川
各
小
学
校
屋
上
︶

で
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
数
値
は
基

準
値
以
下
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
指
摘
の
民
間
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
県
が
定
期
的
に
調
査
し
て
お
り
、

異
常
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
不
法
投
棄
の
現
状
と
、
防
止
策

等
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
極
め
て
悪
質
な
例
と
し
て
は
、

数
ヵ
所
の
ご
み
収
集
場
所
に
自
動
車

部
品
が
投
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
腰
越
・
古
寺
地
区
の
林
道
に
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
職
員
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
も
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
限

界
も
あ
り
ま
す
。
各
地
域
で
の
監
視

や
環
境
美
化
が
抑
止
力
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
防
災
の
取
り
組
み
は
十
分
で

あ
っ
た
か
。

Ａ
本
年
度
は
、
地
域
防
災
計
画
の

改
訂
と
、
地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に

努
め
ま
し
た
。
ま
た
自
主
防
災
組
織

︵
行
政
区
︶
に
対
し
て
、
必
要
な
資
機

材
購
入
の
補
助
を
行
な
い
ま
し
た
。

大
人
気
！　

大
反
響
！　
　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行

ま
ち
づ
く
り
・
暮
ら
し

Ｑ
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行

事
業
の
振
り
返
り
を
。

Ａ
プ
レ
ミ
ア
ム
率
が
30
％
で
あ
っ

た
の
で
、
魅
力
や
効
果
は
大
き
か
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
取
扱
店
舗
の

９
割
以
上
が
﹁
加
盟
し
て
よ
か
っ
た
﹂

と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
で
、
販
売

方
法
に
い
た
っ
て
は
課
題
も
あ
っ
た

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
子
供
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
実
施

し
て
い
る
資
源
回
収
を
通
じ
て
、
さ

ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
や
環
境
教
育

45
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「議会のイメージ・
　　期待することは」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

（Ｋ・Ｋさん・41歳）

素早い実行力を
望みます。

解説 地域通貨券１
町内取り扱い店舗で使用できる
共通商品券。

H
eisei 27th C

losing Q
uestion

一
般
会
計
予
算

のこと

平成 27年度
決算

議員が
質
た だ

した

253
９月定例会は「決算議会」と称され、

前年度の一般会計及び各特別会計の

審査が中心になります。今定例会に

おける総質疑数は、なんと253！！　

数もさることながら、内容も的確・

充実したものとなりました。ここか

らは、各会計の決算等に係る質疑を

要約してご紹介。ぜひ、会議録と合

わせて、熱心なやり取りをご一読く

ださい。

すべての項目はインターネットからご覧いただ

けます。「小川町議会 会議録」で検索してみて

ください。
※今定例会の会議録は11月末ごろから見られます。

小川赤十字病院の新病棟最上階にできた食堂です。
10階から望む景色はまた一興⋯⋯。
来院する皆さんや病院スタッフの憩いの場所に。

（Ｙ・Ｏさん・42歳）

「小川町はもうダメ
だ！」って言われな
いようにしてほしい。

快
適
な
学
習
環
境
を
提
供　
　

全
町
立
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置

子
育
て
・
教
育

Ｑ
４
町
立
学
校
︵
小
川
小
・
大
河

小
・
東
中
・
西
中
︶
に
お
い
て
、
ガ

ス
を
熱
源
と
す
る
エ
ア
コ
ン
が
１
年

遅
れ
で
設
置
さ
れ
た
が
、
使
用
に
問

題
は
な
い
か
。
ま
た
、
設
定
温
度
等

の
適
切
な
利
用
に
係
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
作
成
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
電
気
が
熱
源
の
エ
ア
コ
ン
・
ガ

ス
が
熱
源
の
エ
ア
コ
ン
は
、
ど
ち
ら

も
問
題
は
な
く
、
順
調
に
使
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
使
用
に
当
た
っ
て

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ル
ー
ル
等
は
特
に

設
け
て
い
ま
せ
ん
。
各
校
で
責
任
を

持
っ
て
適
切
な
使
用
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
電
気
を
熱
源
と

す
る
学
校
で
は
、
階
ご
と
に
使
用
開

始
時
刻
を
ず
ら
す
等
の
工
夫
で
、
電

力
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
市
町
村

に
委
託
・
推
奨
し
て
い
る
﹁
考
え
、

話
し
合
い
、
学
び
合
う
学
習
﹂
推
進

事
業
だ
が
、
現
状
は
西
中
校
区
で
の

取
り
組
み
に
限
ら
れ
て
い
る
。
今
後

の
展
開
は
。

Ａ
事
業
は
、
３
ヵ
年
の
計
画
で
西

中
校
区
を
対
象
と
し
、
初
年
度
は
大

河
小
で
実
施
し
ま
し
た
。
２
年
目
に

当
た
る
平
成
27
年
度
は
、
竹
沢
小
・

西
中
を
含
め
た
３
校
で
取
り
組
み
、

研
究
発
表
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
後

は
、
教
育
課
程
に
位
置
づ
け
る
と
と

も
に
、
校
長
会
等
で
の
情
報
交
換
を

行
な
い
、
研
究
の
共
有
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
地
産
地
消
・
安
心
安
全
の
観
点

か
ら
、
学
校
給
食
に
は
、
も
っ
と
積

極
的
に
町
内
産
食
材
の
使
用
を
求
め

る
が
。

Ａ
現
在
、
野
菜
全
体
の
１
割
程
度

が
町
内
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
28
年
11
月
を
目
途
に
、
町
内
産

有
機
野
菜
︵
人
参
・
大
根
・
小
松
菜
・

に
ん
に
く
等
︶
に
お
い
て
も
、
取
り

入
れ
る
方
向
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
就
学
支
援
助
成
金
︵
い
き
い
き

子
育
て
支
援
事
業
︶
の
効
果
等
は
。

Ａ
対
象
と
な
る
就
学
を
控
え
た
児

童
の
保
護
者
に
対
し
、
１
人
当
た
り

２
万
５
０
０
０
円
を
地
域
通
貨
券 

解説 要望書２
平成25年９月に、小川町を含む広域（12自治体）
で構成する協議会で提出。主な事項は、①施設・
設備・機能・医療機器の整備　②病院の対応・サー
ビスの向上　③医療体制の充実等。　　　
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中央陸橋から望む駅北側です。
北口開設をはじめ、駅北側整備には
多くの町民が期待を寄せています。
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（上）紙すき娘・（下）町の鳥メジロを
モチーフにデザインされたマンホール
蓋。ウォーキングがてらに探してみて
はいかがですか。

平
成
27
年
度
特
別
会
計
決
算

に
関
す
る
質
疑

保
養
所
の
充
実

Ｑ
指
定
の
保
養
施
設
の
宿
泊
利
用

に
対
し
て
助
成
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

近
隣
町
村
と
比
べ
て
充
実
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
県
内
で
は
約
３
分
の
２
に
当
た

る
団
体
が
助
成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
対
象
と
し
て
、
宿
泊
数
は
１

〜
３
泊
・
助
成
額
は
１
泊
当
た
り
１

０
０
０
〜
３
０
０
０
円
と
、
団
体
に

よ
っ
て
差
異
が
あ
り
ま
す
。
当
町
は

１
人
２
泊
ま
で
を
対
象
と
し
、
１
泊

当
た
り
２
０
０
０
円
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
増
額
等
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

30
歳
代
健
診

Ｑ
実
施
状
況
は
。

Ａ
生
活
習
慣
病
予
防
の
観
点
か
ら

行
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
は
、

対
象
者
６
４
１
人
中
、
24
人
が
受
診

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
保
健
指
導
の

対
象
と
な
っ
た
方
は
14
人
で
し
た
。

引
き
続
き
、
啓
発
に
努
め
、
若
い
う

ち
か
ら
病
気
等
に
対
す
る
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
予
防
事
業

Ｑ
介
護
予
防
の
一
環
で
取
り
組
ん

で
い
る
閉
じ
こ
も
り
予
防
事
業
と
は
。

Ａ
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、

﹁
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
﹂
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
対
象
は
65
歳
以
上

の
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
で
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。
本
年
度
は
、

み
ど
り
が
丘
地
区
を
は
じ
め
７
ヵ
所

で
、
延
べ
２
４
４
回
・
３
９
６
４
人

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

一
部
の
マ
ニ
ア
に
大
人
気
！　

ご
当
地
限
定
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋ぶ

た

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

Ｑ
ご
当
地
限
定
の
デ
ザ
イ
ン
が
さ

れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

が
、
一
部
の
マ
ニ
ア
に
人
気
を
集
め

て
い
る
。
人
を
呼
ぶ
資
源
の
１
つ
と

し
て
の
考
え
方
・
展
開
は
。

Ａ
マ
ニ
ア
に
人
気
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
紙
す

き
娘
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
蓋
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業

Ｑ
都
市
計
画
税
の
ほ
と
ん
ど
が
下

水
道
整
備
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
な

か
な
か
接
続
件
数
・
率
が
増
え
て
い

な
い
よ
う
だ
が
。

Ａ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
て
、
接
続
の
お
願
い
に
上
が
っ

て
い
ま
す
。
建
物
の
立
地
状
況
か
ら

接
続
に
係
る
費
用
が
多
額
に
な
る
場

合
や
、
土
地
建
物
の
賃
貸
借
関
係
な

ど
、
個
々
に
接
続
で
き
な
い
課
題
が

あ
る
よ
う
で
す
。
今
後
も
粘
り
強
く

交
渉
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
国
の
方
針
で
平
成
32
年
度
を
目

途
に
、
会
計
方
式
が
企
業
会
計
に
変

更
と
な
る
よ
う
だ
。
独
立
採
算
を
考

え
た
と
き
、
そ
の
経
営
は
非
常
に
厳

し
い
も
の
に
な
る
と
察
す
る
が
、
対

策
等
は
。

Ａ
使
用
料
だ
け
で
は
採
算
が
合
わ

ず
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
や

国
の
補
助
金
・
起
債
等
が
な
け
れ
ば

経
営
は
成
り
立
た
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
接
続
率
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
会
計
方
式

の
移
行
に
向
け
た
経
営
戦
略
の
見
直

し
を
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
専
門

業
者
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
値
上
げ

Ｑ
給
水
人
口
の
減
少
や
節
水
型
の

設
備
が
普
及
し
、
給
水
量
は
年
々
減

少
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
水
道

設
備
の
老
朽
化
・
更
新
を
考
え
た
と

き
、
早
期
に
料
金
の
値
上
げ
を
検
討

す
べ
き
で
は
。

Ａ
今
後
、
給
水
施
設
や
設
備
の
更

新
に
巨
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
財
政
の
見
通
し
や
今
後
の
水

道
事
業
の
あ
り
方
等
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
専
門
業
者
に
お
願
い
し

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
総
合

的
な
判
断
の
中
で
、
料
金
の
値
上
げ

も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

に
つ
な
げ
る
工
夫
や
啓
発
は
。

Ａ
資
源
回
収
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
１
キ
ロ
当
た
り
３
円
の
奨
励
金

を
出
し
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

活
動
を
通
じ
て
分
別
に
対
す
る
意
識

の
醸
成
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な

成
果
を
得
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い

ま
す
。

Ｑ
野
菜
産
地
強
化
整
備
の
支
援
と

は
。
ま
た
﹁
お
が
わ
青
山
在
来
大
豆
﹂

等
の
特
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
。

Ａ
県
の
補
助
を
受
け
て
、
枝
豆
の

脱
だ
っ
き
ょ
う莢

機
・
選
別
機
な
ど
４
機
種
の
設

備
導
入
を
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
ブ

ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
、
関
連
の
協

議
会
・
法
人
等
が
商
標
登
録
に
向
け

て
動
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
近
年
、
ム
カ
デ
被
害
の
報
告
を

受
け
る
が
対
応
・
対
策
は
。

Ａ
ム
カ
デ
被
害
等
の
相
談
が
あ
っ

た
場
合
は
、
害
虫
駆
除
の
業
者
を
案

内
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
ふ
る
さ
と
納
税
の
充
実
と
展
開

は
。Ａ

返
礼
品
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
専
門
の
業
者
に
お
願
い
す
る
方

向
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

「議会のイメージ・
　　期待することは」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

（Ａ・Ｈさん・70歳）

小川町の行く末を案じま
す。議会の機能を十分に
発揮してください。

ギカイって
何をするの。

（Ｙ・Ｈさん・13歳）

町
道
２
２
８
号
線
が
未
完
成　

２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
の
渋
滞
は

道
路
改
良

Ｑ
本
年
度
も
町
道
２
２
８
号
線

︵
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
迂
回
路
︶
の

工
事
完
了
が
か
な
わ
な
か
っ
た
が
。

Ａ
町
単
独
費
で
は
財
政
的
に
厳
し

い
の
で
、
国
の
補
助
金
を
得
て
進
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
希
望
し
た
額

の
満
額
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
引
き
続
き
、
補
助
金
を
要

望
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
環
状
１
号
線
の
進
捗
は
。

Ａ
本
年
度
は
、
槻
川
に
か
か
る
橋

梁
の
下
部
工
１
基
・
道
路
排
水
溝
２

０
０
メ
ー
ト
ル
分
が
主
な
工
事
内
容

と
な
り
ま
し
た
。
計
画
の
完
了
に
は

ま
だ
２
、
３
年
は
か
か
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

駅
北
側
整
備

Ｑ
駅
北
口
整
備
に
向
け
設
計
や
測

量
が
行
な
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、
成
果

物
を
イ
メ
ー
ジ
図
の
よ
う
な
目
に
見

え
る
形
で
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
成
果
物
を
公
表
す
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
が
、
今
後
は
、
設
計
に
基

づ
き
改
良
工
事
を
進
め
て
い
く
中
で
、

目
に
見
え
る
事
業
と
し
て
示
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（Ｔ・Ｔさん・80歳）

20年前ごろは、一般質
問に立つのは５～6人。
今は16人中10人以上。
結構なことです。
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成
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小川町障害者計画・障害福祉計画策定委員会条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正

予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正

予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度一般会計歳入歳出決算の認定 認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入

歳出決算の認定
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定
認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入

歳出決算の認定
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度農業集落排水事業特別会計（事業勘定）

歳入歳出決算の認定
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度水道事業会計剰余金の処分及び決算の認

定
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

柳町橋耐震補強工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案　名

審議した議案と議員の賛否をお知らせします
 S
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D

e
lib

e
ra

tio
n

 R
e
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議　員　名
平
成
28
年
度
補
正
予
算
に
関
す
る
質
疑

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

Ｑ
い
よ
い
よ
10
月
か
ら
定
期
接
種

と
な
る
が
、
町
は
４
月
〜
９
月
の
間

に
先
行
し
て
接
種
し
た
方
へ
も
費
用

を
払
い
戻
す
と
の
こ
と
。
対
象
者
へ

の
案
内
や
手
続
き
等
は
。

Ａ
約
20
名
を
想
定
し
、
広
報
等
で

周
知
を
図
り
ま
す
。ま
た
、手
続
き
と

し
て
は
、
領
収
書
と
接
種
済
証
の
提

出
を
い
た
だ
き
、払
い
戻
し
を
し
ま
す
。

お
見
合
い
大
作
戦

Ｑ
昨
年
度
、
商
工
会
青
年
部
に
主

催
い
た
だ
い
た
が
、
今
後
の
実
施
や

展
開
等
は
。

Ａ
当
初
は
、
に
ぎ
わ
い
創
出
課
で

の
実
施
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
度
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
大
変
好
評

で
あ
っ
た
た
め
、
今
年
度
も
商
工
会

青
年
部
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
目
的
で
あ
る
﹁
定
住
促
進
﹂
や

﹁
人
口
増
﹂
等
の
検
証
を
行
な
い
な

が
ら
、
実
施
・
展
開
等
の
判
断
を
し

て
い
き
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
３

廃
棄
物
の
処
理

Ｑ
東
中
・
西
中
・
和
紙
体
験
学
習

セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
保
管
さ
れ
て

い
た
も
の
と
、
不
法
投
棄
さ
れ
て
い

た
も
の
を
あ
わ
せ
て
処
理
す
る
と
の

こ
と
で
、
約
１
３

０
０
万
円
の
費
用

が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
率
直
に
高
す

ぎ
る
と
思
う
が
。

ま
た
、
処
理
に
係

る
登
録
を
受
け
た

民
間
業
者
の
参
入

等
を
背
景
に
安
価

な
対
応
が
か
な
う

は
ず
だ
が
。

Ａ
処
理
に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と

に
処
分
す
る
事
業
所
が
決
ま
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
指

摘
も
踏
ま
え
て
、
い
ろ
い
ろ
と
研
究

し
、
適
正
価
格
・
安
価
で
の
処
理
に

努
め
ま
す
。

条
例
そ
の
他
に
関
す
る
質
疑

障
害
者
計
画
・
障
害
福

祉
計
画
の
見
直
し

Ｑ
見
直
し
の
背
景
は
。

Ａ
都
度
、
時
代
に
合
っ
た
障
害
者

福
祉
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
平
成
25
年
に
﹁
障
害
者
総
合

支
援
法
﹂
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
障
害
者
の
定
義
等
も
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
平
成
28
年
４
月
に
は
、

障
害
者
差
別
解
消
法
も
施
行
さ
れ
た

た
め
、
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
。

Ｑ
策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
10
月
以
降
に
公
募
委
員
の
募
集

を
行
な
い
、
策
定
委
員
会
を
開
催
し

ま
す
。
そ
の
後
、
12
月
ま
で
に
住
民

を
対
象
︵
２
４
０
０
人
規
模
︶
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
い
ま
す
。
今

年
度
は
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ま

と
め
を
行
な
う
予
定
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
新
た
な
計
画
は
平
成
30
年
度
を
ス

タ
ー
ト
年
度
と
し
て
い
る
の
で
、
来

年
度
中
の
策
定
に
努
め
ま
す
。

柳
町
橋
耐
震
補
強
工
事

Ｑ
一
般
競
争
入
札
と
は
い
え
、
工
事

規
模
に
よ
り
経
営
状
況
・
技
術
力
等

の
条
件
を
満
た
す
町
内
業
者
は
限
ら

れ
る
。
町
内
業
者
育
成
の
観
点
か
ら
、

工
事
の
分
離
等
の
配
慮
は
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
今
回
の
工
事
は
新
工
法
を
用
い

て
お
り
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
業

者
で
な
い
と
対
応
で
き
な
い
と
い
う

判
断
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
工
事

内
容
か
ら
分
離
し
て
の
発
注
は
難
し

く
、
町
内
業
者
が
入
札
し
づ
ら
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　政務活動費を公開中
議員の調査研究活動のため、議員報酬とは別に、自治体が公費で負担する経費です。

額や使途・支給方法等は、各自治体が条例で定めることになっています。

兵庫県議会議員の不正受給をきっかけに、最近では富山県及び富山市議会議

員の不適切な使用が明らかになりました。略して、「政活費＝生活費？」と

揶
や ゆ

揄されないように、当町議会では、「小川町議会政務活

動費の交付に関する条例」に基づき、適切な交付・使用

が図られています。

・１人当たり月額5000円（年額６万円）

・領収証の添付を義務づけ

収支報告書をホームページで公開しています。 根岸成美根岸成美議長議長

解説 ＰＣＢ３
Poly Chlorinated Biphenyl(ポリ塩化ビフェニル)の略称。
耐熱性、電気絶縁性、耐薬品性に優れているため、加熱や冷却用
熱媒体、コンデンサなどに広く使われていた。毒性が確認された
後、平成13年に処理に関する特別措置法が施行され、　廃棄処理
が始まった。

東中の保管場所です。表示のとおり、その
保管は適正・厳重に行なわれていました。

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

政務活動費に係る収支
報告書は、議長に提出
することになっていま
す。責任を持って厳し
くチェックしています！
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松ま
つ
も
と
し
ゅ
う
ぞ
う

本
修
三
が
問
う

町
有
施
設
の
整
備

年
次
計
画
を

髙た
か

瀬せ　

勉つ
と
むが
問
う

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
の

魅
力
と
可
能
性
は

Ｑ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
受
け
入
れ
態
勢
の
準
備
と
整
備
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

埼
玉
県
が
示
す
プ

ラ
チ
ナ
ル
ー
ト
︵
川
越
〜
秩
父
︶
構
想
に

協
力
し
連
携
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
開
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
先

生
と
な
る
教
室
の
実
施
や
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
支
援
自
販
機
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。Ａ

学
校
教
育
課
長　

財
政
難
に
よ
り
、
教
室

開
催
は
厳
し
い
で
す
。
ま
た
支
援
自
販
機

に
つ
い
て
は
、
研
究
し
て
み
ま
す
。

Ｑ
リ
リ
ッ
ク
お
が
わ
・
公
民
館
・
学
校
等
は

建
設
以
来
30
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
今
後
同
時
期
に
や
っ
て
く
る
改

修
・
改
築
計
画
の
推
進
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

リ
リ
ッ
ク
お
が
わ
は
、

小
川
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お

い
て
も
検
討
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
会
議
に
お
い
て
駅
周
辺
公
共
施
設

等
再
編
の
施
設
と
し
て
、
現
在
検
討
中
で
す
。
中

央
公
民
館
は
建
築
後
50
年
余
り
が
経
過
し
た
施
設

で
、
耐
震
補
強
だ
け
で
な
く
大
規
模
改
修
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
を
加

Ｑ
配
信
に
伴
っ
て
、
町
に
何
か
影
響
や
反
響

は
あ
っ
た
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

日
本
で
は
７
月
22

日
に
配
信
が
始
ま
り
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
が

こ
ぞ
っ
て
取
り
上
げ
、
配
信
を
待
ち
望
ん
で
い
た

人
た
ち
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手
に
街
中
に
繰

り
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
が
ニ
ュ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
町
に
は
特
段
、
特
別
な

影
響
や
反
響
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
夏
休
み
を
迎
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
配
信

開
始
で
あ
っ
た
が
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て

児
童
生
徒
へ
の
注
意
喚
起
は
図
っ
た
か
。

戸と

口ぐ
ち　

勝ま
さ
るが
問
う

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
高
揚
を

老
朽
化
す
る
町
有

施
設
の
整
備
年
次

計
画
を
早
急
に
。

今
回
の
ブ
ー
ム
は
ポ
ケ
モ
ン

世
代
・
フ
ァ
ン
と
し
て
は

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

一
般
質
問
と
は
、
町
の
施
策
等
に
つ
い
て
、
議
員
が
町
に
考
え
や
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
会
だ
よ
り
で
は
、
こ
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
報
告
し
ま
す
。

（Ｃ・Ｏさん・49歳）

町民から選ばれた人た
ちなんだから、もっと
頑張れるはず。

戸と

口ぐ
ち

勝ま
さ
るが
問
う

﹁
ま
ち
﹂
に
﹁
ひ
と
﹂

と
﹁
し
ご
と
﹂
を

呼
び
込
も
う
。

松ま
つ
も
と
し
ゅ
う
ぞ
う

本
修
三
が
問
う

老
朽
化
す
る
町
有

施
設
の
整
備
年
次

計
画
を
早
急
に
。

東京オリンピックに向けて盛り上げよう。

課
題
先
進
自
治
体
と
し
て

Ｑ
﹁
全
国
の
町
村
部
で
最
も
人
口
減
少
数
が

多
い
自
治
体
﹂
と
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
が
、

正
し
い
情
報
な
の
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

総
務
省
が
公
表
し
た
結

果
を
確
認
し
、
正
確
な
記
事
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
人
口
減
少
・
少
子
・
高
齢
課
題
の
先
進
自

治
体
と
し
て
国
と
の
連
携
、
大
学
・
関
連

機
関
と
の
共
同
研
究
の
実
施
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

国
の
﹁
地
方
創
生
推
進

交
付
金
﹂
や
県
の
﹁
ふ
る
さ
と
創
造
資
金
﹂

に
お
け
る
、
超
少
子
高
齢
化
対
策
モ
デ
ル
支
援
事

業
に
お
い
て
、
随
時
助
言
を
い
た
だ
き
進
め
て
い

ま
す
。
共
同
研
究
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
検
討
し

て
い
ま
せ
ん
。

え
、
今
後
の
方
針
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
廃
校
以
来
６
年
余
り
が
経
過
し
て
い
る
旧

上
野
台
中
学
校
の
利
用
計
画
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

関
係
地
区
の
区
長
と
意

見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
保
育
所
等
の
子
育
て
支
援

施
設
立
地
に
向
け
て
、
県
の
関
係
機
関
に
相
談
し

検
討
中
で
す
。

仙
元
山
周
辺
を
花
の
山
へ

Ｑ
町
長
公
約
の
﹁
仙
元
山
周
辺
を
花
の
山
へ
﹂

の
現
在
の
計
画
の
進
捗
は
。

Ａ
町
長　

林
道
周
辺
は
個
人
所
有
者
が
多
い

た
め
、
積
極
的
に
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
公
園
地
内
を
中
心
に
指
定
管
理
者
と
連

携
す
る
と
と
も
に
地
域
の
皆
様
と
協
議
し
、
魅
力

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

各
校
で
児
童
生
徒
・
保

護
者
に
対
し
て
、﹁
歩
き
ス
マ
ホ
﹂
の
危

険
性
に
つ
い
て
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
安

全
確
保
や
危
険
行
為
防
止
に
係
る
指
導
を
し
ま
し

た
。Ｑ

集
客
や
地
域
お
こ
し
へ
の
活
用
、
地
元
の

魅
力
・
観
光
資
源
の
再
発
見
等
に
期
待
を

寄
せ
る
が
、
取
り
組
み
・
研
究
の
価
値
は
あ
る
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
取
得
し

た
位
置
情
報
を
利
活
用
す
る
こ
と
で
の
地

域
活
性
化
や
観
光
振
興
等
、
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
も
の
と
期
待
し
、
今
後
も
注
目
し
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

・
超
少
子
高
齢
社
会
へ
の
手
立
て
は

・
第
68
回
七
夕
ま
つ
り
を
振
り
返
っ
て

ポケストップが集中している場所です。運が
いいとピカチュウも出現。さて、ここはどこ
でしょう。

町民の利用度が高いリリックおがわ。

（Ｔ・Ｓさん・30歳）

町民へ伝える役割と方
法をもっと重視して。 「議会のイメージ・

　　期待することは」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

（Ｃ・Ｎさん・62歳）

議会広報の変身、すごい！
だからこそ、大胆な改革が
見たいな。

（Ｋ・Ｋさん・68歳）

このごろの議会は、
何か親しみやすい感
じがします。
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井い

口ぐ
ち

亮り
ょ
う
い
ち
一
が
問
う

伝
統
工
芸
会
館
の

空
調
設
備
更
新
は

笠か
さ
は
ら原　

武た
け
しが
問
う

小
川
町
の
平
和
に

対
す
る
認
識
は

Ｑ
高
齢
者
の
不
安
を
解
消
し
、
積
極
的
に
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
た
め
に
も
、
地
域

で
支
え
合
う
具
体
的
な
取
り
組
み
を
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

今
年
度
﹁
地
域
づ
く

り
に
よ
る
介
護
予
防
推
進
支
援
事
業
﹂
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
県
や
理
学
療
法
士
会
の
協

力
で
﹁
百
歳
体
操
﹂
の
指
導
者
育
成
を
始
め
ま
し

た
。
町
全
体
に
こ
の
体
操
を
普
及
さ
せ
、
地
域
で

の
介
護
予
防
を
推
進
し
ま
す
。
県
は
、
平
成
29
年

度
実
施
に
向
け
﹁
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
﹂
を
準

備
し
て
い
ま
す
が
、
町
で
も
勉
強
会
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
８
月
31
日
に
設
立
し
た
﹁
生
活

Ｑ
町
が
発
行
し
て
い
る
﹁
エ
コ
タ
ウ
ン
通
信
﹂

で
は
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
、
庁
舎
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
化
改
修

事
業
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
及
び
コ
ス
ト
削

減
状
況
な
ど
が
丁
寧
に
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
﹁
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
化
﹂
の
取
り
組
み
は
今
後

も
推
進
さ
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

だ
が
、
観
光
の
拠
点
施
設
で
あ
る
伝
統
工
芸
会
館

の
空
調
設
備
の
老
朽
化
が
心
配
で
あ
る
。
設
備
の

更
新
計
画
は
で
き
て
い
る
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

開
館
以
来
、
約
26

年
を
経
過
し
空
調
設
備
を
は
じ
め
、
ほ
と

Ｑ
庁
舎
前
の
﹁
非
核
平
和
都
市
宣
言
の
町
﹂

の
掲
示
支
柱
が
倒
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
。
い
つ
立
て
る
つ
も
り
な
の
か
。

Ａ
総
務
課
長　

現
在
立
っ
て
い
る
﹁
人
権
尊

重
都
市
宣
言
﹂
の
看
板
も
劣
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
状
態
を
勘
案
し
て
検
討
し
ま
す
。

ほ
か
の
宣
言
も
含
め
て
、
４
つ
の
宣
言
を
１
つ
の

看
板
で
表
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
﹁
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
﹂
に
向
け
て
の

全
市
町
村
を
回
る
平
和
行
進
に
対
す
る
町

の
寄
附
︵
１
０
０
０
円
︶
は
、
比
企
郡
市
の
市
町

︵
３
０
０
０
円
︶
と
比
べ
て
な
ぜ
低
い
の
か
。
認

山や
ま
ぐ
ち口
勝か
つ

士し

が
問
う

み
ん
な
が
関
わ
る

ま
ち
づ
く
り
を

関
わ
り
か
ら

住
ん
で
い
る

充
実
感
が
。

部
品
の
調
達
も
難
し

く
、
突
然
の
故
障
で

ア
ウ
ト
か
。

今
こ
そ
声
を
上
げ
な

け
れ
ば
、
日
本
の
平

和
が
危
な
い
。

本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
の
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
、
答
弁
も
含
め
て
75
分
以
内
と
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
推
進
協
議
会
﹂
で
、

地
域
資
源
の
整
理
や
地
域
の
強
み
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
の
検
討
を
し
、
地
域
の
支
え
合
い
の
拡
充
に

向
け
連
携
・
協
働
を
し
て
い
き
ま
す
。

和
紙
文
化
か
ら
の
町
の
活
性
化
を

Ｑ
五
輪
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
画
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
文
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
、
埼
玉
県
と
し
て
﹁
和
紙
・
細
川
紙
﹂

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
詳
細
は
未

定
で
す
が
、
積
極
的
に
取
り
組
み
、
和
紙
製
品
の

提
供
や
イ
ベ
ン
ト
等
、
で
き
る
こ
と
か
ら
し
っ
か

り
進
め
ま
す
。
な
お
、
ユ
ネ
ス
コ
登
録
２
周
年
の

11
月
26
・
27
日
に
﹁
小
川
和
紙
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂

を
開
催
、
和
紙
文
化
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

ん
ど
の
施
設
に
つ
い
て
大
規
模
な
修
繕
等
は
行

な
っ
て
お
ら
ず
、
故
障
す
る
た
び
に
、
そ
の
都
度

修
理
で
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

Ｑ
地
球
温
暖
化
防
止
の
規
制
が
強
化
さ
れ
る

中
、
引
き
続
き
運
転
は
続
け
ら
れ
る
の
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

空
調
機
に
使
用
さ

れ
て
い
る
冷
媒︵
Ｒ
22
︶４
は
地
球
温
暖
化

防
止
条
例
に
よ
り
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
は
製
造

が
禁
止
さ
れ
全
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
修
繕
等

も
厳
し
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
急
な
故
障
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
更
新
の
見
通
し
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

ま
ず
設
備
更
新
に

か
か
る
費
用
な
ど
の
見
込
み
を
算
出
す
る

こ
と
と
し
、
町
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を

推
進
す
る
中
で
実
現
に
向
け
て
真
剣
に
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

識
の
問
題
か
。

Ａ
総
務
課
長　

寄
附
額
の
多
少
で
判
断
す
る

の
で
な
く
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
賛
同
し

て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

町
民
の
力
を
借
り
た
観
光
事
業
を 

Ｑ
町
民
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、
行
政
は
そ
れ

を
ま
と
め
指
導
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
う
が
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

意
見
や
要
望
等
を

町
や
観
光
協
会
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
新

し
い
取
り
組
み
や
地
域
お
こ
し
事
業
を
提
案
し
な

が
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
デ
マ
ン
ド
型
交
通
問
題

全国に広がる百歳体操。広がれ小川でも。

老朽化が進む伝統工芸会館の空調設備。

中央公民館前の看板。庁舎前も立てなくては
町の「宣言」が泣きます。

「議会のイメージ・
　　期待することは」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

（S・Mさん・18歳）

将来の夢は小川町の
議員になることです。

（Y・Oさん・32歳）

休みが合えば傍聴に
行ってみたいです。

解説 冷媒(Ｒ22）４
環境保護対策として、古い業務用エアコンに
よく使われていたフロンガス。
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髙た
か

橋は
し

さ
ゆ
り
が
問
う

町
民
に
対
し
防
災

意
識
の
徹
底
を

金か
ね

子こ

美よ
し

登の
り

が
問
う

五
輪
キ
ャ
ン
プ
地

誘
致
の
推
進
を

Ｑ
雨
水
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
た
が
、
雨
水
タ
ン
ク
等
の
利
用
推

進
の
た
め
の
施
策
は
。
ま
た
、
水
循
環
基
本
法
の

考
え
か
ら
、
渇
水
や
災
害
時
の
水
の
確
保
・
憩
い

の
場
の
演
出
等
を
考
え
て
、
地
下
水
利
用
の
た
め

に
井
戸
の
新
規
掘
削
に
補
助
を
考
え
て
は
。

Ａ
上
下
水
道
課
長　

浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
施

設
に
転
用
す
る
補
助
金
が
あ
り
ま
す
が
、

利
用
が
少
な
い
た
め
、さ
ら
に
周
知
し
ま
す
。
ま
た
、

井
戸
の
掘
削
は
、
費
用
の
個
人
負
担
が
大
き
い
の

で
、
補
助
を
し
て
も
利
用
は
少
な
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
小
川
町
地
域
防
災
計
画
の
中
で
、﹁
町
民

の
果
た
す
役
割
﹂﹁
自
主
防
災
組
織
の
果

た
す
役
割
﹂﹁
事
業
所
の
果
た
す
役
割
﹂
が
示
さ

れ
て
い
る
。
周
知
の
徹
底
は
。

Ａ
総
務
課
長　

町
民
に
対
し
て
は
、﹁
防
災

マ
ッ
プ
﹂
の
配
布
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま

た
、
水
害
や
土
砂
災
害
に
関
す
る
﹁
防
災
の
お
知

ら
せ
﹂
を
配
布
し
、
情
報
の
周
知
に
努
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
充
実
し
、
動
画

に
よ
る
学
習
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
自
主
防
災
組
織
︵
行
政
区
︶
に
対
し
て
は
、

年
度
初
め
の
区
長
会
総
会
の
場
で
、
災
害
時
に
お

Ｑ
４
年
後
は
東
京
五
輪
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ジ
ャ
パ
ン
の
服
部
幸
應
理
事

長
︵
服
部
料
理
専
門
学
校
校
長
︶
は
、﹁
五
輪
の

選
手
村
と
キ
ャ
ン
プ
地
を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
し
よ

う
﹂
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
私
た
ち
、
有
機
農

業
関
係
者
も
連
携
し
て
進
め
て
い
る
。
そ
こ
で
国

際
平
和
に
も
つ
な
が
る
こ
の
件
に
つ
い
て
、
当
町

の
考
え
は
。
ま
た
、
こ
れ
に
は
小
川
・
嵐
山
・
滑

川
・
と
き
が
わ
・
東
秩
父
の
５
町
村
で
の
協
力
・

推
進
が
ベ
ス
ト
と
思
わ
れ
る
が
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
は
、

競
技
選
手
・
関
係
者
と
町
民
と
の
交
流
も

島し
ま

﨑ざ
き

隆た
か

夫お

が
問
う

水
資
源
を
活
用
す

る
施
策
の
推
進
を

未
来
の
地
域
づ
く
り

は
、
私
た
ち
住
民
の

手
に
か
か
っ
て
い
る
。

自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
！　

で
も
公
助

や
共
助
も
大
切
で
す
。

キ
ュ
ー
バ
は
医
療
と

教
育
費
は
無
料
。
学

ぶ
こ
と
大
の
国
で
す
。

一
般
質
問
の
全
文
は
、﹁
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
﹂
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
﹁
小
川
町
議
会　

会
議
録
﹂
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
畑
の
耕
作
者
の
水
源
確
保
の
た
め
、
法
律

を
も
と
に
畑
に
井
戸
を
掘
る
・
貯
水
タ
ン

ク
を
置
く
・
貯
水
池
を
つ
く
る
等
を
推
進
し
て
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

多
く
の
耕
作
者
が
タ
ン

ク
等
で
水
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
ま
す
が
、
推
進
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
第
70
回
七
夕
ま
つ
り
に
向
け
て

Ｑ
今
後
も
盛
り
上
げ
続
け
、
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
で
当
町
の
文
化
を
世
界
に
伝
え
る

絶
好
の
機
会
と
し
た
い
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
駐
車

場
や
外
国
人
向
け
案
内
板
等
を
用
意
す
る
。
ま
た
、

花
火
を
見
る
場
所
等
の
情
報
発
信
を
し
て
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

先
進
情
報
を
研
究

し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

・
外
来
生
物
法
を
伝
え
る
べ
き
で
は

け
る
行
政
区
の
役
割
を
説
明
し
、
関
連
資
料
の
配

布
を
行
な
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
各
事
業
所
に
対

し
て
は
、
周
知
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
今
後
、

何
ら
か
の
周
知
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
熊
本
地
震
で
は
庁
舎
も
被
害
を
受
け
職
員

も
被
災
者
と
な
っ
て
し
ま
い
、
機
能
す
る

は
ず
の
活
動
体
制
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。

教
訓
や
課
題
は
。

Ａ
総
務
課
長　

特
に
高
齢
者
や
障
害
者
等
の

要
援
護
者
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
不

足
・
女
性
の
避
難
所
生
活
へ
の
配
慮
等
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
計
画
等
の

策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、
避
難
所
で
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
を
確
保
す
る
た
め
の
間
仕
切
り
パ
ネ

ル
等
も
考
慮
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
は

含
め
、
意
義
あ
る
取
り
組
み
と
考
え
ま
す
。
一
方
、

当
町
及
び
各
自
治
体
の
推
進
に
は
環
境
整
備
や
財

政
負
担
、
さ
ら
に
誘
致
以
降
も
続
く
文
化
交
流
の

継
続
等
、
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
県

や
他
市
町
村
と
連
携
し
た
場
合
、
ど
れ
だ
け
課
題

解
決
で
き
る
か
現
時
点
で
は
不
明
で
す
。
ま
ず
は
、

５
町
村
内
に
お
け
る
気
運
の
醸
成
が
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
旧
ソ
連
崩
壊
後
の
１
９
９
１
年
、
国
を
挙

げ
て
有
機
農
業
の
自
給
に
転
換
し
た

キ
ュ
ー
バ
に
視
察
団
長
と
し
て
訪
問
以
来
、
大
使

館
等
と
の
縁
が
あ
り
好
感
触
を
得
て
い
る
。
寄
居

町
は
ブ
ー
タ
ン
、当
町
は
キ
ュ
ー
バ
を
誘
致
し
て
は
。

Ａ
副
町
長　

夢
の
あ
る
話
と
思
う
と
同
時
に

課
題
も
さ
ま
ざ
ま
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
町
長
決
断
の
前
に
、
５
町
村
集
ま
っ

て
事
務
レ
ベ
ル
で
可
能
性
を
探
り
た
い
。

チェ・ゲバラのモザイクで有名なキューバの官
庁前の広場。

七夕まつりをもっと魅せましょう！
そして、世界に向けてつぶやこう！
（町保有の細川紙製のねぶた）

どんなに立派な防災計画やマップも町民に
周知・理解してもらわなければ意味があり
ません。

「議会のイメージ・
　　期待することは」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

（Ｓ・Nさん・62歳）

９月議会。決算審議を
傍聴しました。次から
次へと質疑が飛び出し
驚きました。

（E・Sさん・81歳）

「地域の要望をいかに議会
に届けるか」と「町の行政
をしっかり監視すること」
が議員の役目です。

（Ｔ・Ｎさん・40代）

町民に寄り添い、
同じ目線で同じ方
向を向き、小川町
の未来のために尽
力してほしい。
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すべての地権者から
同意を得る
埼玉中部資源循環組合議会（吉見町議場）

平成28年8月10日に第２回定例会が開催さ

れました。平成27年度一般会計歳入歳出決算

など４議案を審議し、いずれも原案のとおり可

決しました。本年度に実施予定だったバイオ

ガス化施設整備に係る調査業務は、繰り越し

て平成28年度に実施しています。

また後日、新ごみ焼却施設の建設予定地すべ

ての地権者から、同意を得た旨の報告があり

ました。

し尿処理施設の
改修工事が始まる
小川地区衛生組合議会（小川町議場）

平成28年８月12日に第２回定例会が開催さ

れました。平成27年度一般会計歳入歳出決算、

平成28年度一般会計補正予算など５議案を審

議し、いずれも原案のとおり可決しました。

嵐山町志賀にある池ノ入環境センターし尿処

理施設は、建設以来20年が経過し、老朽化が

進んでいます。これまでに積み立てた基金を

使用して、約５億円規模の改修工事を平成28

～29年度の予定で実施します。

可燃ごみ処理

ごみ処理・し尿処理消防・救急・斎場の管理運営・介護・障害審査会

一部事務組合議会
って何ですか？

複数の自治体が、行政サービスの一

部を共同で行なうことを目的として

設置する組織のことを「一部事務組合」と

いいます。

比企管内では、ごみ処理や消防・救急、火葬

場の運営等を行なうために、３つの一部事務

組合議会を設置しています。

参加している自治体からはそれぞれ議員を選

出し、定例会等を開催して審議していますの

で、その内容をお知らせします。

複

部

設置する

東松山斎場の整備計画が
示される
比企広域市町村圏組合議会（東松山市議場）

平成28年８月９日に第2回定例会が開催され

ました。平成27年度一般会計のほか各特別会

計の決算の認定など14件を審議、いずれも原

案のとおり可決しました。一般質問は３人が登

壇し、主に東松山斎場の改築工事について考

え・意見を求めました。全会計における町の

負担額は約５億3000万円で、そのほとんど

が消防特別会計に支出したものです。なお、「東

松山斎場施設整備基本計画」が示されました。

大お
お
と
ひ
さ
か
ず

戸
久
一
が
問
う

思
い
切
っ
た
少
子

化
対
策
を

ア
ッ
と
驚
く

ア
イ
デ
ア
を

考
え
よ
う
よ
。

Ｑ
﹁
子
育
て
す
る
な
ら
小
川
町
﹂
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
独
自
の
子
育
て
支
援
策
を
。
ま

ず
は
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
第
２
子
以

降
の
保
育
料
無
料
化
は
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長　

現
在
、
第
３
子
以
降

の
保
育
園
に
入
園
す
る
０
・
１
・
２
歳
児

の
保
育
料
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
。
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
、
最
も
多
く
の
夫
婦
が
望
ん
で
い
る

支
援
と
し
て
﹁
第
２
子
か
ら
の
保
育
料
無
料
化
﹂

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
対
象
者
１
９
７
人
、
年

間
３
６
０
０
万
円
の
財
源
が
必
要
に
な
り
、
そ
の

有
効
性
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
現
在
は
踏
み
切
る

子育て支援センター内。
子どもたちの姿に自然と顔もほころびます。
 

私
が、小川町で生活するようになり15年が

過ぎました。嫁ぎ先が自営業のため、私も

結婚してすぐに家業を手伝うようになりました。

右も左もわからぬままでしたが、ご来店いただ

くお客様や、毎月のガスの検針先でお会いする

お客様などに支えられ、無事に15年を過ごすこ

とができました。本当に感謝申し上げます。そ

の間に生まれた２人の娘も町内の中学校、小学

校でそれぞれ元気に生活させていただいていま

す。

　私が仕事・育児・家事に追われながらも感じ

ていたことは、小川町は四季折々の自然が豊か

であり、人々も穏やかで、本当に住みやすくよ

い町であるということです。同世代

の方々の地域社会への貢献も活発で、

小川町をよりよくしていこうとする

気持ちが伝わってきます。私も微力

ですが、地域貢献できるよう頑張っ

ていきたいと思います。

　

小
川町に住んで三十数年になります。つ

くづくいい町だと思っています。

　私は横浜の生麦に生まれ、東京は板橋、静

岡は沼津、愛知県は蟹江町で幼少年時代を送

り、青年時代は東京の新井薬師、練馬の江古

田、新宿の百人町に住んで、社会に出てから

は上尾、川越に住んでそれから小川町に越し

てきました。それらの自分の過ごしてきたと

ころと比べても、小川町はいい町です。

　その理由は、まず自然が豊かなところです。

また、昔からの習慣を大事に受け継ぎ、紙す

きの技術や酒造、祭り、有機農業といった伝

統文化や産業が隆盛しています。さらに、多

方面で活躍する才能にあふれた方たちがたく

さんおり、いろいろな場所・機会で、草の根

的な活動もされています。東京からのアクセ

スも容易な地の利を生かし、町民の皆さんが

一緒に力を合わせ、この町を未来に向けて育

てていきたいものです。

O
ga

w
a 

To
w

n 
Pe

op
le

s 
Vo

ic
e

Mika Okudaira

Masaaki Nagakura

奥平美佳さん（本二）

長倉正昭さん（飯田）

地域貢献
できるように
頑張ります

みんなで築こう
未来の小川町

状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
﹁
み
ん
な
や
さ
し
く
親
切
、
特
に
子
育
て

に
理
解
が
あ
り
、
思
い
や
り
と
郷
土
愛

い
っ
ぱ
い
の
町
﹂
の
実
現
を
目
指
し
た
学
校
教
育
・

社
会
教
育
を
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

現
在
中
学
校
で
は
、
赤

ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
事
業
、
技
術
・
家

庭
科
で
保
育
実
習
を
行
な
い
、
体
験
活
動
を
と
お

し
て
子
育
て
や
妊
婦
の
方
々
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
思
い
や
り
や
や
さ
し
い
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
３
、
４
年
生
で
郷
土
の
歴
史
・
文

化
を
、
中
学
校
３
年
生
で
小
川
町
の
行
政
と
課
題

に
つ
い
て
学
び
、
地
域
へ
の
社
会
参
加
意
識
を
高

め
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
町
民
の

子
育
て
に
係
る
理
解
や
郷
土
愛
が
さ
ら
に
深
ま
る

よ
う
、
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
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聞議 町
保育園編×員 の声

の
議員が町の声を聞き、つないでいくという新企画

「議員の聞く×つなぐ」。

第２回は７月〜９月の間、八和田・大河・竹沢の

各町立保育園で実施された「保護者の保育士体験」

を取材させていただきました。

く つ な ぐ

ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました

チェ・ゲバラのモザイクで有名なキューバの官
庁前の広場。

18

議会だよりを
読んだことが
ありますか？

はい

７人

いいえ

 ８人

これを機会に
議会報を
読んでみてね♪

2 0 1 6 秋

No.81

９ 月 定 例 会

埼
玉
県
小
川
町
議
会

小川町議会だより
平成28年９月定例会秋号

（11月１日発行）

傍聴席の
定員は
40名

高
齢
者
や
視
覚
の
弱
い
方
に
も
配
慮
し
た

フ
ォ
ン
ト
（
書
体
）
を
使
用
し
て
い
ま
す

No.81
発行責任者：小川町議会議長 根岸成美
編　　　集：議会広報発行特別委員会
　　　　　　委員長　髙瀬　勉　　副委員長　田中照子　
　　　　　　委　員　戸口 勝・笠原 武・島﨑隆夫・笠原規弘
編集後記
天高く馬肥ゆる秋。動物（人間）も、植物（農作物）も、夏の暑さや

雨風に耐えて活動の秋、実りの秋を迎えました。皆様にとっての「Ｏ

Ｏの秋」には、何が入りますか。議員になってからの私は、研修が

当てはまります。官民を問わず、先進の事例について、個人・議員

同士などで研修に出向きます。そして、より住みやすい町になるよ

うに提言をします。当然、議会だよりの編集技術も向上心を持って

取り組んでまいります。乞うご期待。（島﨑隆夫）

傍聴から
はじめよう！！
どなたでも傍聴でき
ます（事前連絡は不要です）

役場３階にお越しください

次回定例会は

12月１日（木）〜
開会は10時です

・大河保育園の園庭は、雨が降
ると毎回ぐちゃぐちゃになる
ので、なおしてほしいです

・大河保育園のテラスを直して
ください

・親の参加するイベントが多す
ぎる…

・少子化と人口減少への対策
を!!　また、新しい人が住ん
でくれる町に

・特になし。なるようになると
思うので

・18歳まで、こども医療費の
無料化を

・小学校の運動会について、親
子でお弁当を食べるのをや
めていただきたいです

・子育てがしやすい町になって
いってほしいなと思います

・給食費をタダにしてほしい

・土曜日も授業してほしい

この際、言わせて！

「保護者の保育士体験」の感想は？
・立場を変えて見る子ど
もたちの姿は新鮮でし
た

・今後も続けてもらいた
い事業です

・本当に先生方に　　　
感謝感謝!!

・保育士の皆さんの日々
の大変さがよく分かり
ました

（原文のまま掲載しています）

八和田

大河 

竹沢 


